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長崎県地学会が創立50周年を迎えました。半世紀にわたって長崎県地学会を育て,支え,発展させ
てきた諸先輩や会員の皆様に,会長として心より御礼申し上げます。この50年間,お そらく幾多の問
題はあったと思いますが,そ れらを乗り越え,一度も途切れることなく今日まで地域に根ざした地学
研究や地学教育に多大な貢献をしてきたことは,当地学会のめざしてきたことでもあり,ま た最も大
きな成果であると思います.

私が長崎県地学会に入会したのは,東北大学の大学院を修了し島原市にある九州大学島原地震火山
観測所 (現地震火山観測研究センター)に助手として赴任してきた1985年で,今から26年前のことで

す.し たがって,私は,長崎県地学会の黎明期や前半25年間の発展の過程についてはほとんど知りま
せんが,おそらく当時若かった会員諸氏の熱意が会の発展の原動力であったことは想像に難くありま
せん.こ れらについては,諸先輩の寄稿にお任せしたいと思います.私の入会当時の地学会長は,故・

鎌田泰彦先生でしたが,先生は当時56才,地学会会長になられて 5年目で,精力的に地学会を引っ張っ

ておられるお姿が今でも瞼に焼き付いております。この頃の地学会は,会長の鎌田先生を中心に,長
崎大学教育学部の地学教室出身の諸先生や,鎌田先生の薫陶を受けた方々が活発に研究や教育活動を
｀
行っていて,ま さに当地学会の実りの時期であったように思います。鎌田先生は24年間もの長きにわ

たって会長を勤められ,当地学会50年の最大の功労者でありました.冥界におられる先生にあらため

て感謝申し上げます.

一方で,当時は,長崎県の高等学校でほとんどの生徒が地学を履修できなくなって約10年が経過し
た頃であり,そ の影響が地学会にも現れてきておりました.それは若手の地学教員の減少による地学

会の高齢化と裾野の縮小です.地学会が充実期を迎え,研究レベル自体は向上したにもかかわらず,
それらを社会や教育現場へどのように反映させていくのか,若い世代にどのように継承していくのか,

新たな問題が顕在化したのもこの頃であったと思います.地学教育の軽視は,一長崎県だけの問題で
はなく,わが国全体の問題でもありますが, この問題が解決 しない中で,県内では1990-95年の雲仙

普賢岳噴火災害が発生 し,ま た,国内では阪神淡路大震災をはじめとする複数の地震災害や火山噴火

災害が続発して,本年の東日本大震災の発生に至っております.こ れらに加えて,地球温暖化や異常

気象などが大きな社会問題となっていることは周知のとおりです.も ちろんこれらの災害や問題は,

地学教育だけで解決できるわけではありませんが,地学環境に対する関心と知識が,国や自治体のリー

ダーのみならずすべての人々に必要になっています。

このような状況を遮、まえ, これから地域の地学会がめざす方向や役割を考え,行動に移すことがわ
れわれに求められています.そ の第一歩として,創立50周年の地学会総会において,「地学教育につ
いての決議文」を採択し,地学教育の必要性を社会に訴えるとともに,地学教育の拡充を教育委員会
や学校関係者に要請することにしました.ま た,50周年記念行事として一般の市民,特に子供達を対
象とした講演会を開催しましたが, これを一過性のものとせず,次につなげていくことを考えなくて

はならないと思います.地域の地学の専門家集団として, ジオパーク活動への積極的な協力も当地学
会の役割の一つかもしれません.いずれにせよ,今後は社会とのつながりを大切にし,当地学会の研
究成果を地域社会と共有することをめざしていくことが必要かと思います.そ のなかで,地学に興味
を持ち地学 リテラシーが高い次の世代が育ち,結果として地域の防災力が向上することを期待してい
ます.

長崎県地学会の次の50年に向けて,会員の皆様のさらなる研究活動と学会運営への協力をお願いい

たします.
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